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そこで,関心 ･意欲 ･態度の観点から ｢体積
をどのように求めることができるか,積極的に
調べようとする｣という目標を加えることによ
り,授業は変わってくる｡教師は,その目標の
達成のために,｢円錐と円柱を使った実験を取り
入れよう｡比較するために角錐と角柱も用意し
よう｣と⊥夫するからである｡単元を通して,
4観点をバラ
ンスよく指導
目標に取り入
れることが,
授業改巷につ
ながる第一歩
である｡
吟について,数学的活動の楽しさを味わうこ
とは,生徒の数学を学ぶ意欲を高めるとともに,
数学を学ぶ過程を大切にすることにつながる｡
前述の例で,円錐の体積が円柱の体積の何倍に
なるか予想をする｡次にその予想を確かめるた
めに`定巧黄をする｡3分の1倍になることが確認
できると,他の立体の場合はどうなるかと調べ
る活動がそれに相当する｡中学校では,単に活
軸が楽しかったというだけでなく.特に内的な
試行活動が活発に宥えるように=夫することが
大切である｡
③について,1時間の授業で,生徒はどのよ
うなことを学習したのだろうか｡授業の終末が,
教師の一方的なまとめにならないようにしたい
ものである｡
例えば,授業を振り返って学習のポイントや
気が付いたこと,感想等を沓(ように拍車する
と,生徒は単に ｢実験が楽しかった｣｢おもしろ
かった｣とgt･くことがある｡そういった時には,
どこが楽しかったのか,なぜおもしろかったの
か等,聞き返すことが大切である｡問題解決の
過程で活用された数学的な見方や考え方,既習
事項との関連なと1受菜の目標に迫る感想等を引
き出したい｡そして,数名の生徒に発表させる
ことで,生徒相互が気付きを共有し,数学を学
ぶ楽しさを味わったり,数学への理解を深めた
りすることにもつながる｡
授貰改善を通して,生徒に数学を学ぶ楽しさ,
確かな学力を育てていきましょう｡
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